
 

 

 

１年間ありがとうございました 
先週１９日の卒業証書授与式に引き続き、本日無事に１～５ 

年生の修了式を行いました。 

～ご卒業おめでとうございます～ 

１０６人の卒業生が、凛とした表情で卒業していきました。 

６年間の思いの詰まった卒業式は、胸が熱くなりました。今ま 

で尾ノ上小学校をリードしてくれた６年生。中学校でもきっと 

持ち前のパワフルさで大活躍してくれることでしょう！ 

～修了式って？～ 

修了式では、「終了式」②「修了式」の字を見せて、どちらか当ててもらいました

が、ほとんどの児童が正解でした。①はただ単に終わる ②は１年間の学びを身に

付けた（修めた）という意味です。１年前よりたくさんのことを身に付けて成長した

証として“修了証”をもらいます。担任の先生方が心を込めて書かれています。ま

た、その成長にはご家族、先生方、友達といった多くの方の支えがあってのこと。感

謝の気持ちを忘れずに・・・と話しました。 

～ハッピーマン（幸せな人）になるためには？～ 

また、１～３年生は１１月の熊本市出身のパラアスリート富田宇宙さんの講演を聴

いていないので、「①目標を持つ ②努力する ③笑顔でいること 人は、笑顔で悪

口はなかなか言えないと実証されているそうです。」という“ハッピーマンになる秘

訣”を卒業式に引き続き話しました。また、ボトル半分の水を見せて、山登りで喉が

カラカラの時、友達がこの水をくれたとしたら「ありがたい」「これだけ？」「ジュース

がよかった」など、どう思う？と尋ねました。人によって感じ方が違う。受け止め方次

第で幸せと思えるか不満が多くなるか違ってくる。不平不満 

もまた笑顔では言いにくい。身近な幸せをたくさん感じられ 

る人であってほしい・・・と話しました。 

～教室では～ 

校内を回ると、春休みのくらしについての話があっていた 

り、PTAからのジューシーを飲んでいたり、通知表渡しがあっ 

ていたり・・・１年間同じクラスで学んだ友や先生との別れを 

惜しみ、号泣している様子もみられました。この１年の思い出・ 

学びを糧に、春休みを元気に過ごして新しい学年に備えてほしいと思います。 
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文責：校長 松並 直子 №18 

※HP もどんどん更新します。是非ご覧ください。→ 

本番は写真撮れなかった
ので練習風景です 

各教室、黒板に絵があったり
BGM が流れていたりと趣向
が凝らしてありました 

正門横のソメイヨシノは２輪開花！ 


